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設
整
備
の
促
進
を
図
り
た
い
。

議
員
　
学
童
保
育
所
の
需
要
は

高
ま
っ
て
お
り
、
約
半
数
の
児

童
が
希
望
し
て
い
る
小
学
校
も

あ
る
。
ニ
ー
ズ
を
も
と
に
設
置

基
準
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

子
ど
も
政
策
部
調
整
担
当
部
長

今
後
の
児
童
数
の
予
測
か
ら
、

待
機
児
童
の
人
数
や
発
生
す
る

期
間
、
近
接
す
る
学
童
保
育
所

の
状
況
等
を
総
合
的
に
判
断
す

る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
放
課
後
学

習
支
援
と
み
た
か
地
域
未
来
塾

事
業
に
つ
い
て

夏
休
み
ひ
ろ
ば
事
業
の
実
施
が

必
要
と
考
え
る
。所
見
を
聞
く
。

子
ど
も
政
策
部
調
整
担
当
部
長

今
回
の
連
雀
学
園
地
域
で
の
利

用
状
況
等
の
分
析
を
行
っ
た
上

で
、今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
学
童
保
育
を
必
要
と
す

る
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
と

４
年
生
の
障
が
い
児
の
人
数
を

も
と
に
、
学
童
保
育
所
の
設
置

基
準
を
定
め
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
現
時
点
で
は
、
一
律
に

設
置
基
準
を
定
め
る
の
で
は
な

く
、
中
長
期
的
な
児
童
数
の
予

測
、ニ
ー
ズ
分
析
等
を
行
い
、施

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
な
ど

を
要
請
し
て
い
る
。

議
員
　
災
害
発
生
時
に
は
、
支

援
を
求
め
る
観
光
客
が
、
駅
前

の
み
た
か
都
市
観
光
協
会
に
来

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
来
訪

者
を
守
る
た
め
、
み
た
か
都
市

観
光
協
会
と
も
災
害
協
定
を
結

び
、
外
国
人
観
光
客
等
に
対
応

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
外
国
人
だ
け
で
な
く
国

内
か
ら
の
観
光
客
に
も
、
情
報

を
発
信
す
る
窓
口
の
一
つ
と
し

て
、
み
た
か
都
市
観
光
協
会
に

は
期
待
し
て
い
る
。
災
害
時
応

援
協
定
の
締
結
は
、
協
会
と
一

緒
に
考
え
た
い
テ
ー
マ
だ
。

議
員
　
発
災
直
後
に
都
市
観
光

協
会
に
来
た
外
国
人
観
光
客

を
、
ス
ム
ー
ズ
に
国
際
交
流
協

会
に
つ
な
ぎ
支
援
す
る
た
め
に

は
、
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、

災
害
時
に
対
応
で
き
る
体
制
構

築
が
必
要
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
都
市
観
光
協
会
と
国
際

交
流
協
会
だ
け
で
な
く
、
駅
前

市
政
窓
口
等
と
も
連
携
を
強
化

議
員
　
本
市
へ
は
、
市
立
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
美
術
館
等
を
目
指

し
て
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が

来
訪
し
て
い
る
。
い
ざ
大
規
模

災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
、
外
国

人
観
光
客
を
ど
の
よ
う
に
守
る

か
が
大
き
な
課
題
だ
。
三
鷹
国

際
交
流
協
会
と
防
災
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
て
い

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

支
援
を
要
請
す
る
の
か
。

危
機
管
理
担
当
部
長
　
災
害
時

外
国
人
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

と
運
営
、
避
難
所
等
の
案
内
、

災
害
情
報
の
提
供
、
通
訳
・
翻

の
拡
充
、
障
が
い
者
等
専
用
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
、
多
言
語
化
等

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も

多
様
な
避
難
生
活
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

難
所
の
質
の
向
上
が
よ
り
具
体

的
に
問
わ
れ
て
い
る
。
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
問
題
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
確
保
等
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
担
当
部
長
　
備
蓄
品

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
木
造
住
宅
の
耐
震
化
へ
の
助

成
や
啓
発
、
耐
水
性
を
高
め
る

指
導
等
を
行
っ
て
い
く
。

議
員
　
災
害
時
の
広
域
支
援
活

動
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
今
、
支

援
活
動
の
有
効
性
と
効
率
性
の

再
検
討
が
必
要
だ
。
支
援
を
受

け
る
際
の
対
応
策
を
伺
う
。

市
長
　
受
援
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
検
討
し
、
広
域
支

援
が
円
滑
か
つ
有
効
に
行
わ
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
　
災
害
時
に
は
、
避
難
所

へ
の
食
事
の
配
給
な
ど
行
政
が

平
時
に
経
験
し
て
い
な
い
業
務

が
多
く
あ
る
。
企
業
等
の
専
門

家
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
担
当
部
長
　
給
食
業

者
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。
今
後
も
企
業
の
専

門
性
を
災
害
対
策
に
生
か
す
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
熊
本
地
震
発
災
後
、
避

議
員
　
本
市
で
も
震
度
３
前
後

の
地
震
が
頻
発
し
て
お
り
、
待

っ
た
な
し
で
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

災
害
時
の
被
害
を
軽
減
す
る
事

前
防
災
の
観
点
か
ら
、
市
内
の

公
共
施
設
や
民
間
建
物
の
耐
震

性
能
等
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
公
共
施
設
、
民
間
建
物

と
も
に
、
耐
震
化
率
は
９
割
を

超
え
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
の

既
存
の
公
共
施
設
は
浸
水
対
策

市
長
　
同
制
度
を
積
極
的
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
先
輩
マ
マ
が
育
児
に
不

安
な
家
庭
を
訪
問
し
、
悩
み
を

傾
聴
す
る
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事

業
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
だ
。

子
ど
も
政
策
部
長
　
事
業
者
等

と
連
携
し
、
情
報
収
集
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が

１
歳
ま
で
を
対
象
と
し
た
定
期

接
種
と
な
っ
た
。
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
３
歳

ま
で
、
市
独
自
の
助
成
で
接
種

を
推
奨
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長

現
時
点
で
は
国
が
定
期
接
種
と

し
た
も
の
を
実
施
し
て
い
く
。

議
員
　
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

配
信
機
能
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
便
利
な
子
育
て
ア
プ
リ

が
人
気
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
妊
娠
中
の
市
民
と
市
長

が
語
り
合
う
会
の
中
で
も
要
望

が
挙
が
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る

電
子
母
子
手
帳
の
よ
う
な
形
態

の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

議
員
　
祖
父
母
世
代
に
現
代
の

子
育
て
を
紹
介
す
る
祖
父
母
手

帳
も
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の

促
進
に
有
効
で
は
な
い
か
。

市
長
　
前
向
き
に
研
究
す
る
。

議
員
　
育
児
経
験
の
あ
る
主
婦

に
よ
る
子
育
て
支
援
員
制
度
を

活
用
し
た
保
育
人
材
の
確
保
に

つ
い
て
、
所
見
を
伺
う
。

店
街
の
意
欲
が
前
提
で
あ
る
。

商
店
会
同
士
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
合
う
情
報
交
換
会
の
開
催
等

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
生
活
環
境
向
上
へ
市
が

力
強
く
役
割
を
果
た
し
て
欲
し

い
と
の
要
望
は
強
く
な
っ
て
い

る
。
大
沢
地
域
へ
の
ス
ー
パ
ー

誘
致
に
対
す
る
所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
地
域
ニ
ー

ズ
、
地
域
特
性
等
を
総
合
的
に

捉
え
、
そ
こ
に
ふ
さ
わ
し
い
商

業
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

議
員
　
大
沢
エ
リ
ア
は
住
環
境

保
存
ゾ
ー
ン
と
さ
れ
大
型
商
業

施
設
の
建
設
は
困
難
で
あ
る
。

用
途
地
域
の
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
。
所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
大
沢
地
域
に

限
ら
ず
、
歩
い
て
通
え
る
範
囲

に
店
舗
等
を
立
地
で
き
る
よ

う
、
用
途
地
域
指
定
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員
　
高
齢
者
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
た
め
の
施
策
の

拡
充
と
地
域
で
の
生
活
環
境
向

上
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
が
急

務
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
買
物

支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
特
定
地
域
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
依
然
買
い
物
に
不
便
を

感
じ
る
市
民
が
多
い
。
同
支
援

事
業
の
評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
三
鷹
市
を
含
む
７
つ
の

関
係
団
体
が
買
物
支
援
事
業
本

部
を
組
織
し
、
宅
配
可
能
店
舗

の
紹
介
冊
子
の
発
行
や
100
円
商

店
街
な
ど
の
事
業
支
援
を
行

い
、
近
所
で
の
買
い
物
の
促
進

に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

議
員
　
買
い
物
不
便
地
域
で
の

商
店
等
の
協
力
に
よ
る
マ
ル
シ

ェ
の
開
催
等
、
今
後
の
支
援
拡

充
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
商
店
自
ら
実
施
す
る
事

業
を
支
援
し
て
お
り
、
地
元
商

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
各
家
庭
に
最
適
な
支
援

を
提
供
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

の
更
な
る
充
実
と
関
係
者
と
の

連
携
・
協
働
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
開
始
か
ら
１
年
半
が

経
ち
、
細
か
な
ニ
ー
ズ
把
握
や

支
援
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
る
。
子
育
て
支
援
の
今
後

　
公
明
党
　
粕
谷
　
　
稔
　
議
員

生
活
環
境
整
備
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

買
い
物
不
便
地
域
の
解
消
を

一
般
質
問

　

９
月
１
日
、
９
月
２
日
の
本
会
議
で
、

20
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
公
明
党
　
寺
井
　
　
均
　
議
員

事
前
準
備
と
体
制
強
化
で

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

公
明
党
　
大
倉
　
あ
き
子
　
議
員

多
様
な
子
育
て
支
援
策
の

更
な
る
充
実
を
求
め
る

民
進
党
　
谷
口
　
敏
也
　
議
員

健
康
体
操
や
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
で

元
気
で
長
生
き
で
き
る
ま
ち
に

民
進
党
　
石
原
　
　
恒
　
議
員

夏
休
み
ひ
ろ
ば
事
業
の

全
市
展
開
を
求
め
る

民
進
党
　
髙
谷
　
真
一
朗
　
議
員

災
害
時
に
外
国
人
観
光
客
を

守
る
体
制
づ
く
り
を
強
化
せ
よ

（
６
面
へ
続
く
）
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議
員
　
本
年
度
か
ら
、
全
て
の

高
齢
者
が
参
加
で
き
る
体
操
な

ど
の
一
般
介
護
予
防
事
業
を
開

始
し
た
。
誰
も
が
歩
い
て
行
け

る
市
内
32
カ
所
の
地
区
公
会
堂

を
活
用
す
れ
ば
、
事
業
拡
充
と

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。
所
見
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
地
区
公
会
堂

は
利
用
率
が
高
く
、
現
在
２
カ

所
で
町
会
と
協
働
で
事
業
実
施

し
て
い
る
。
地
区
公
会
堂
で
活

動
し
て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
へ

の
事
業
普
及
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
小
・
中
学
校
で
毎
年
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
学

級
閉
鎖
が
相
次
い
で
い
る
。
子

ど
も
に
対
し
て
も
予
防
接
種
費

用
の
助
成
が
必
要
で
あ
り
、
国

に
対
し
強
く
要
望
す
べ
き
だ
。

市
長
　
厚
生
労
働
省
に
対
し

て
、
要
望
し
続
け
て
い
く
。

議
員
　
本
市
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

体
育
館
な
ど
の
市
民
体
育
施
設

が
少
な
い
。
都
立
や
民
間
施
設

の
市
民
利
用
枠
の
確
保
・
拡
大

に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

生
涯
学
習
担
当
部
長
　
大
沢
野

川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
長
期
閉
鎖
を

踏
ま
え
、
都
に
強
く
要
望
し
て

い
く
。
民
間
施
設
は
市
外
施
設

も
含
め
て
交
渉
し
て
い
く
。

議
員
　
体
育
協
会
に
加
盟
し
て

い
る
団
体
は
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
市
民
駅
伝
大
会

な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

協
力
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
団

体
に
は
、
施
設
の
使
用
料
減
免

や
優
先
利
用
の
適
用
を
検
討
し

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
担
当
部
長
　
三
鷹
中

央
防
災
公
園
・
元
気
創
造
プ
ラ

ザ
で
、
事
業
の
企
画
運
営
等
に

協
力
し
た
場
合
に
使
用
料
減
免

な
ど
に
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
モ
デ
ル
導
入
を
検
討
す
る
。

議
員
　
本
市
で
は
学
童
保
育
所

の
待
機
児
童
が
多
く
発
生
し
て

い
る
連
雀
学
園
地
域
で「
夏
休

み
ひ
ろ
ば
事
業
」を
実
施
し
た
。

本
事
業
は
全
額
市
財
源
で
行
っ

て
い
る
が
、
都
の
補
助
金
を
活

用
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

市
長
　
夏
季
休
業
中
に
限
定
し

た
暫
定
的
な
待
機
児
童
の
受
け

入
れ
の
た
め
、
補
助
金
活
用
の

枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
運
用

面
で
工
夫
を
図
り
な
が
ら
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
実
施
し
た
。

議
員
　
学
童
保
育
所
の
待
機
児

童
は
市
全
域
で
増
加
傾
向
に
あ

る
。
次
年
度
以
降
は
全
市
的
な


